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ご
遺
族
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
に

新
年
を
お
迎
え
に
な
ら
れ

た
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
は

徳
島
県
遺
族
会
の
事
業
活

動
に
対
し
ま
し
て
、
格
段

の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と

に
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

昨
年
は
戦
後
七
十
五
周

年
の
年
で
あ
り
、
重
要
な

事
業
を
多
く
計
画
し
て
い

ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大

に
伴
い
、
そ
の
多
く
を
延

期
、
又
は
中
止
と
い
た
し

ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

私
た
ち
遺
族
は
、
史
実
に

学
び
、
恒
久
平
和
を
目
指

す
活
動
を
、
常
に
続
け
て

参
る
責
任
が
あ
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
国
の
為
に
尊

い
命
を
捧
げ
ら
れ
た
御
祭

神
の
家
族
が
、
我
が
子
、

兄
弟
、
夫
、
父
等
を
見
送

る
際
に
抱
か
れ
た
「
無
事

の
帰
還
を
思
う
愛
慕
の

情
」
を
後
世
に
伝
え
る
た

め
、「
出
征
を
見
送
る
家
族

の
像
」
を
本
会
で
制
作
し
、

昨
年
十
月
十
六
日
、
靖
國

神
社
に
奉
納
い
た
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
平
成
二
十
六
年

十
月
五
日
に
開
館
い
た
し

ま
し
た
「
徳
島
県
戦
没
者

記
念
館 
―
あ
し
た
へ
― 

」

に
お
き
ま
し
て
は
、
ご
英

霊
の
写
真
の
掲
示
数
は
昨

年
末
で
八
，
一
〇
三
柱
と

な
り
、
毎
月
第
二
土
曜
日

に
開
催
し
て
お
り
ま
し
た

「
語
り
部
事
業
」
は
三
月

か
ら
延
期
し
て
い
る
も
の

の
、
会
員
の
皆
様
方
の
運

営
協
力
に
よ
り
ま
し
て
、

昨
年
末
で
約
四
万
二
千
人

の
方
に
ご
来
館
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
各

地
区
会
長
を
は
じ
め
と
す

る
役
員
の
皆
様
、
そ
し
て
何
よ
り
お
一
人
お

一
人
の
会
員
の
皆
様
の
ご
尽
力
、
ご
協
力
の

賜
物
で
あ
り
ま
す
。
今
後
と
も
、
こ
の
流
れ

を
止
め
る
こ
と
な
く
、
さ
ら
に
多
く
の
皆
様

に
ご
来
館
い
た
だ
き
、
戦
争
の
事
実
と
平
和

の
尊
さ
を
語
り
継
い
で
行
く
活
動
を
進
め
て

参
り
ま
す
。

　

さ
て
、
本
会
は
今
年
で
創
設
七
十
周
年
を

迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。こ
の
機
に「
七
十

周
年
記
念
誌 

―
あ
し
た
へ
Ⅱ
― 

」
を
発
行

す
る
こ
と
と
し
、「
護
国
神
社
の
城
山
山
頂

か
ら
の
移
転
」「
戦
没
者
記
念
館
の
建
設
」「
戦

没
者
を
見
送
っ
た
家
族
像
の
建
立
」「
出
征

を
見
送
る
家
族
の
像
の
靖
國
神
社
奉
納
」
等

を
は
じ
め
と
す
る
諸
事
業
の
実
績
を
掲
載
す

る
こ
と
で
、
五
十
周
年
記
念
誌
と
併
せ
て
本

会
の
歴
史
が
全
て
わ
か
る
記
録
を
残
す
こ
と

と
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

戦
没
者
遺
児
の
平
均
年
齢
も
い
よ
い
よ

八
十
歳
と
な
り
、
高
齢
化
が
進
み
つ
つ
あ
る

本
会
で
は
あ
り
ま
す
が
、
引
き
続
き
遺
児
世

代
の
活
動
を
鋭
意
進
め
る
と
と
も
に
、
次
の

時
代
を
託
す
青
年
部
活
動
の
活
性
化
に
つ
き

ま
し
て
も
支
援
し
て
参
り
ま
す
。
会
員
の
皆

様
に
は
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

本
年
も
組
織
と
し
て
一
致
団
結
し
、
国
の

繁
栄
と
安
泰
を
念
じ
つ
つ
散
華
さ
れ
ま
し
た

ご
英
霊
に
対
し
て
、
改
め
て
尊
崇
の
誠
を
捧

げ
、
英
霊
の
顕
彰
と
遺
族
福
祉
の
向
上
に
力

強
く
前
進
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

結
び
に
あ
た
り
、
ご
遺
族
の
皆
様
方
に
と

り
ま
し
て
、
本
年
が
よ
り
良
き
年
で
あ
り
ま

す
こ
と
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の

ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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終
戦
か
ら
七
十
五
年
を
む
か
え
た
令
和
二
年

十
一
月
十
日
か
ら
十
一
日
ま
で
の
二
日
間
、
徳
島

県
遺
族
会
で
は
、
沖
縄
「
徳
島
の
塔
」
慰
霊
参
拝

を
行
い
ま
し
た
。
今
回
の
参
拝
団
は
、
上
浦
喜
代

志
副
会
長
を
団
長
と
し
、
徳
島
県
庁
か
ら
は
正
木

孝
一
保
健
福
祉
部
副
部
長
、
久
米
篤
司
保
健
福
祉

政
策
課
係
長
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

十
日
の
沖
縄
到
着
後
、
ま
ず
沖
縄
県
護

国
神
社
へ
正
式
参
拝
を
行
い
、
徳
島
県
遺

族
会
よ
り
千
羽
づ
る
を
奉
納
い
た
し
ま
し

た
。

　

慰
霊
祭
は
十
一
日
、
糸
満
市
摩
文
仁
ハ

ン
タ
原
「
徳
島
の
塔
」
前
広
場
に
お
い
て
、

沖
縄
県
、
沖
縄
県
議
会
、
糸
満
市
、
沖
縄

県
平
和
祈
念
財
団
、沖
縄
県
遺
族
連
合
会
、

沖
縄
徳
島
県
人
会
の
方
に
も
御
臨
席
い
た

だ
き
、
十
一
名
で
厳
粛
に
執
り
行
い
ま
し

た
。

　

祭
典
は
参
列
者
全
員
の
黙
祷
に
始
ま

り
、
沖
縄
県
観
音
寺
元
山
善
弘
住
職
の
読

経
と
続
き
、
上
浦
団
長
に
よ
る
祭
文
の
奏

上
、
そ
の
後
、
徳
島
県
知
事
、
徳
島
県
議

会
議
長
の
慰
霊
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。
続
い
て
、
参
列
者
一
人
ひ
と
り
が
焼

香
を
行
い
、
最
後
に
上
浦
団
長
の
謝
辞
を

も
っ
て
祭
典
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

祭
典
終
了
後
に
は
、
参
列
者
全
員
で
平

和
の
礎
を
巡
り
、
御
英
霊
を
偲
ぶ
と
と
も

に
心
か
ら
感
謝
の
誠
を
捧
げ
、
平
和
へ
の

誓
い
を
新
た
に
い
た
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
回
の
参
拝
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
観
点
か

ら
、
当
初
予
定
を
変
更
、
短
縮
す
る
と
と

も
に
、
関
係
者
の
み
で
の
開
催
と
い
た
し

ま
し
た
。

　各種行事、記念館の語り部事業、慰霊巡拝等の最新の情
報をお知らせしています。
携帯・パソコンの検索欄に

徳島県遺族会  もしくは

徳島県戦没者記念館  で 検索

ホームページのアドレス
URL　http://izokukai.jp/

アクセス数 105,900 （R2.12.28現在）

第
五
十
五
回

第
五
十
五
回 

沖
縄
「
徳
島
の
塔
」
慰
霊
参
拝

沖
縄
「
徳
島
の
塔
」
慰
霊
参
拝

　

北
島
町
で
は
十
一
月
七
日

（
土
）
午
前
十
時
よ
り
、
中

央
公
園
に
あ
る
戦
没
者
供
養

塔
の
前
で
、
令
和
二
年
度
の

「
北
島
町
戦
没
者
追
悼
式
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

例
年
は
多
く
の
来
賓
の

方
々
を
お
迎
え
し
て
、
北
島

町
総
合
庁
舎
で
行
わ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
今
年
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
リ
ス
ク

を
考
慮
し
て
、
古
川
北
島
町

長
及
び
粟
田
民
生
児
童
課
長

以
下
三
名
、
来
賓
と
し
て
北

島
町
遺
族
会
の
西
会
長
以
下

八
名
の
参
列
に
よ
り
少
人
数

で
屋
外
の
特
設
テ
ン
ト
で
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
は
拝
礼
、
黙
祷
に
続

き
、
古
川
町
長
の
式
辞
、
参

列
者
の
献
花
と
厳
粛
に
す
す

め
ら
れ
、
英
霊
の
ご
冥
福
と

平
和
の
継
承
を
お
祈
り
し
ま

し
た
。

北
島
町
遺
族
会

地方だより

令
和
二
年
度

令
和
二
年
度

「
北
島
町
戦
没
者
追
悼
式
」
挙
行

「
北
島
町
戦
没
者
追
悼
式
」
挙
行

ホームページ随時更新中!!

携帯電話のバーコード
リーダーで下記QRコー
ドを読み込んで下さい。



 (3)　令和３年１月10日 徳 島 県 遺 族 会 会 報  第206号

　令和２年1月から令和２年12月までのアン
ケート調査結果については以下のとおり。(対
象者343名)

▶ アンケート概要

①【来館のきっかけ】は、「遺族会」23％、「家
族」17％、「新聞」が14％の順。

②【来館の目的】は、「展示の観覧」33％、
「遺影を見るため」23％。「学習・教養を
深めるため」16％、

③【来館されての感想】は、「非常に満足
した」が53％、「満足した」が43％と、
両方を足すと96％。

④【来館者の年齢等】は「70歳代」27％、
「50歳代」16％、「40歳代」14％、「60歳代」
13％、「30歳代」10%、「80歳以上」8％、「20
歳未満」7％、「20歳代」4％、の順。

　来館者の遺族の割合は56％。

▶ 来館者の感想等（自由意見：14の意見から抜粋）

・徳島新聞の記事を読んで、子供達と戦争について学びたく
来館しました。子供達には、戦争で勝つのも負けるのもなく、
得る物もない事、繰り返してはいけない事を伝えているが、
自分の理解も浅く、もっと学び伝えて行きたい。顕彰の遺影
を見るだけで辛く悲しい。皆さん、鉄の心をもった人間だっ
たのではなく、我々と同じように大切な人がいて、大切に
思っていた家族もいた事を忘れてはいけない。（30代女性）

・実際の召集令状や戦死の公報を見て心が痛くなりました。遺
影の方々のおかげで、今、私達は何不自由なく生活できて
いるのですね。心からありがとう。（30代女性）

・新聞の感想文を書く為に新聞を見ていると、この記念館の記
事が目に入り、家族と来館しました。戦争とは二度と繰り
返すことは許されないことで、大勢の方が亡くなった。苦
しみながら悲しみながら亡くなっただろうと、心が締め付
けられた。泣きそうになった。防ぐことが出来なかった戦争。
今では昔の事のように皆感じているが、70年位前の事であ
る。（10代女性）

・ボランティアの方、大変ご苦労様です。（80代男性）

・12月から硫黄島で勤務します。戦没者の方々の想いを考え
て勤務したい。（30代男性）

戦没者記念館だより ̶ 写真展示数　8,103柱　（R2.12.28　現在）̶

谷崎　ツネ子 さん　（阿南市） 西岡　クマヱ さん　（那賀町）

支部だより

　阿南市新野町葉池谷の谷崎ツ

ネ子さんが11月１日に百歳のお

誕生日を迎えられました。中堅

農家の一人っ子として生まれま

した。

　すぐ近くの親戚で遺族会の先輩も長寿表彰を受けら

れていますのでご長寿のお家柄とも云えるでしょう。

　一男一女を立派に育てられ、特に長男優善さんは新

野遺族会青壮年部長として大活躍されております。ツ

ネ子さんは婦人部員として徳島県護国神社正門前に高

額寄付者としてお名前が刻まれております。

　晩年ツネ子さんは市内の医院へ入院されています。

　御長寿をお祈りいたします。

新野地区遺族会会長　佐野本　宏幸

　那賀町林谷の西岡クマヱさん
が10月29日に百歳のお誕生日を
迎えられました。
　徳島県と那賀町から、それぞ
れお祝い状と祝い金が、また、
徳島県遺族会からもお祝い状と
記念品が贈られました。

　クマヱさんは大正９年生まれで、昭和18年11月に戦
争で夫を亡くし、農業をする傍ら女手一つで長男、長
女、次女を立派に育てられ、頑張ってこられました。
　現在は、特別養護老人ホームに入所され元気に過ご
されております。最近、特養でお誕生会をしてくれま
した。写真はその時の一枚です。
　那賀町内に家族の方もおいでるので、時々お顔を見
に来てくれますが、現在は新型コロナウイルス感染拡
大のため、面会はなかなかできません。家族も収束を
願っています。
　これからもお元気で過ごされますよう、会員一同心
よりご祈念申し上げます。

上那賀地区遺族会会長　府殿　長治

百歳のお慶び㊗
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ご
遺
族
の
皆
様
に
は
お
元

気
で
新
し
い
年
を
お
迎
え
の

こ
と
と
拝
察
い
た
し
ま
す
。

　

昨
年
は
世
界
中
に
蔓
延
し

た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
に

翻
弄
さ
れ
た
一
年
と
な
り
ま

し
た
。

　

政
府
は
未
知
の
ウ
ィ
ル
ス

に
対
し
、
医
療
体
制
の
強
化

整
備
を
手
始
め
に
、
全
国
の

小
中
高
等
学
校
等
の
一
斉
休

校
を
は
じ
め
、
緊
急
事
態
宣

言
を
発
令
す
る
な
ど
、
大
胆

な
取
組
み
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

マ
ス
ク
、
手
洗
い
、
う
が

い
や
「
三
密
」
を
避
け
る
行

動
に
よ
り
、
感
染
者
が
減
少

し
、
緊
急
事
態
宣
言
は
解
除

さ
れ
ま
し
た
。
わ
が
国
が
現

在
ま
で
、
人
口
比
で
み
て
も

感
染
者
数
、
死
亡
者
数
と
も

世
界
的
に
低
い
水
準
で
抑
え

ら
れ
て
い
る
の
は
、
医
療
従

事
者
の
皆
様
の
ご
奮
闘
と
、

国
民
お
一
人
お
一
人
の
他
者

へ
の
い
た
わ
り
が
生
ん
だ
結

果
で
あ
り
、
ご
協
力
に
対
し

改
め
ま
し
て
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

未
曾
有
の
事
態
に
、
政
府

は
三
度
に
わ
た
り
大
規
模
な

経
済
対
策
を
打
ち
出
し
ま
し

た
。
生
活
保
障
と
し
て
個
人

へ
の
現
金
給
付
、
会
社
員
等

へ
の
休
業
補
償
や
中
小
企
業

等
へ
の
貸
付
支
援
、
景
気
浮

揚
策
と
し
て
Ｇ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
ト
ラ

ベ
ル
、
イ
ー
ト
な
ど
観
光
、

飲
食
店
支
援
、
包
括
支
援
と

し
て
、
雇
用
調
整
助
成
金
の

延
長
、
医
療
体
制
整
備
強
化

な
ど
、
大
規
模
な
予
算
措
置

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
国

民
の
皆
さ
ま
の
献
身
に
報
い

る
た
め
に
も
、
政
府
与
党
一

丸
と
な
っ
て
き
め
細
か
な
支

水
落
敏
栄

参
議
院
内
閣
委
員
長

一
般
財
団
法
人
日
本
遺
族
会
会
長

参
議
院
議
員

令和２年12月10日 受賞

徳島県遺族会　前副会長・女性部長
鴨島地区遺族会　会長

近　藤　年　江 氏

徳島県遺族会　理事・女性部副部長
徳島市遺族連合会　副会長・女性部長

緒　方　和　子 氏

厚生労働大臣表彰

お 慶 び

　多年にわたり遺族会の発展と、会員の福祉の向上にご貢
献をいただきました。心よりお慶びとお礼を申し上げます。

援
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す

　

ウ
ィ
ズ
・
コ
ロ
ナ
の
生
活

は
、
多
方
面
に
大
き
な
変
化

を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。
リ

モ
ー
ト
に
よ
る
在
宅
ワ
ー
ク

や
時
短
勤
務
な
ど
の
働
き
方

改
革
は
、
東
京
か
ら
地
方
へ

の
移
住
や
、
家
族
と
の
時
間

を
増
や
す
ラ
イ
フ
・
ワ
ー
ク

バ
ラ
ン
ス
の
見
直
し
を
促
し

て
い
ま
す
。

　

遺
族
会
に
お
い
て
も
、
会

議
等
は
中
止
や
書
面
開
催
と

な
り
、海
外
で
の
慰
霊
巡
拝
、

ご
遺
骨
の
収
集
も
実
施
出
来

ず
、
悲
壮
感
が
漂
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
う
し
た
中
で
、
本

会
と
し
て
で
き
る
こ
と
は
何

か
検
討
を
重
ね
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
に
事
務
局
の
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
を
開
設
し
、
本

会
は
も
と
よ
り
、
支
部
の
活

動
を
広
く
紹
介
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。「
平
和
へ
の
思

い
を
繋
げ
る
」
と
の
意
図
は

確
実
に
浸
透
し
、
感
染
症
予

防
に
配
慮
し
な
が
ら
慰
霊
碑

清
掃
や
追
悼
式
、
研
修
会
な

ど
に
取
り
組
む
支
部
の
様
子

が
発
信
さ
れ
る
と
、
活
動
に

刺
激
を
受
け
た
支
部
か
ら
、

続
々
と
活
動
報
告
が
寄
せ
ら

れ
、
孫
世
代
の
力
を
借
り
て

ウ
ェ
ブ
上
に
発
信
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
中
で
、
終
戦
か

ら
七
十
五
年
と
な
る
八
月

十
五
日
に
は
、
天
皇
皇
后
両

陛
下
の
御
臨
席
を
仰
ぎ
、
全

国
戦
没
者
追
悼
式
が
挙
行
さ

れ
ま
し
た
。
両
陛
下
の
行
幸

啓
が
の
き
な
み
中
止
と
な
る

中
、
開
催
さ
え
危
ぶ
ま
れ
る

状
況
下
で
、
ご
臨
席
頂
い
た

こ
と
に
、
戦
没
者
と
そ
の
遺

族
に
対
す
る
両
陛
下
の
温
か

い
御
心
に
触
れ
、
深
く
感
佩

い
た
し
ま
し
た
。

　

人
類
は
困
難
に
直
面
す
る

度
、
英
知
を
結
集
し
、
乗
り

越
え
て
き
ま
し
た
。
天
皇
陛

下
の
お
言
葉
の
と
お
り
、
今

こ
そ
皆
で
手
を
携
え
乗
り
越

え
る
時
な
の
で
す
。
そ
し
て

か
け
が
え
の
な
い
命
を
無
意

味
な
戦
禍
で
失
わ
な
い
た
め

に
、
私
た
ち
は
粘
り
強
く
恒

久
平
和
な
社
会
を
目
指
し

て
、
活
動
を
重
ね
て
参
り
ま

し
ょ
う
。

　

結
び
に
、
ご
遺
族
皆
様
の

ご
健
康
と
令
和
三
年
が
よ
り

良
い
年
で
あ
り
ま
す
こ
と
を

心
か
ら
祈
念
し
ご
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

語り部事業のご案内

徳島県戦没者記念館にて毎月第２土曜日開催（13:30～ 14:30）
１月９日（土）・２月13日（土）・３月13日（土）は延期

（新型コロナウイルス感染症の拡大防止の為）
４月の語り部についてはホームページにて開催の有無を掲載いたしますので、ご確認お願いします。

携帯電話のバーコードリーダーで右のQRコードを読み込んで下さい。

徳島県遺族会　元青年部役員
中野島地区遺族会　前会長

伊　勢　　　昭 氏

令和２年12月24日　徳島県保健福祉部長室にて
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主な観光地  東京都内（靖国神社団体参拝、東京大空襲・
戦災資料センター、六本木ヒルズ）武蔵陵
墓地、小田原城址公園、箱根神社、芦ノ
湖遊覧、鶴岡八幡宮など

旅行代金 ９４，０００円

募集人員 ４５名（最少催行人員25名）

締切期日 令和３年１月22日（金）
※ただし、満員になり次第締め切ります。

お申込先 〒770-8021
 徳島市雑賀町東開21-1（護国神社内）
 徳島県遺族会事務局

（TEL 088-636-3212）

靖国神社参拝団募集

実施日／令和３年３月28日（日）
～３月30日（火）

徳
島
県
戦
没
者
記
念
館　

第
十
回 

特
別
企
画
展

　
昭
和
二
十
六
年
十
二
月
の
創
立
以
来
、
英
霊
顕
彰
、
遺
族
の
福
祉
増
進
、
戦
争
の
歴
史
の

伝
承
等
、
地
道
な
活
動
を
継
続
し
て
き
た
、
本
会
の
七
十
年
間
の
歩
み
を
お
伝
え
し
、
改
め

て
戦
争
と
平
和
に
つ
い
て
考
え
る
た
め
に
開
催
致
し
ま
す
。

　
会
員
の
皆
様
な
ど
、
多
数
の
方
の
ご
来
館
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
「
徳
島
県
遺
族
会
の
歩
み
」

日　付 宿 泊行　　　程

１

２

３

3/28
（日）

3/29
（月）

3/30
（火）

徳島空港　　　羽田空港＝

＝靖国神社（昇殿参拝・遊就館見学・昼食）＝

＝東京大空襲・戦災資料センター＝九段下（泊）

記念撮影後、ご参拝

ご夕食はホテルにて

美しい日本庭園のほか、75本の桜並木が続くさくら坂見学

関東屈指のパワースポット 桃源台～箱根町

箱根関所を完全復元 鎌倉のシンボル鶴岡八幡宮と、賑やかな小町通り見学昼食

お弁当

昭和、大正天皇が眠る皇室墓地

小田原桜まつり開催期間予定 日本で有数の本格的な山岳鉄道へご乗車

千羽鶴奉納後、館内見学

（
九
段
下
）

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
パ
レ
ス
（
箱
根
湯
本
温
泉
）

箱
根
パ
ー
ク
ス
ホ
テ
ル
吉
野

9:15

8:00

10:30

14:00

16:50 17:00

15:20 16:10着

11:30 12:40 13:40

8:30 9:30

11:45

15:00 16:00 16:25

14:20

10:25/11:05

15:30/15:52

9:50/10:10
ホテル＝箱根神社＝芦ノ湖遊覧（海賊船）＝

＝箱根関所跡資料館＝箱根町＝鎌倉・鶴岡八幡宮、小町通り散策＝

＝羽田空港　　　徳島空港

8:20

19:45

10:50 11:40 11:45 12:40 14:15 15:45

8:50 9:30 10:45

17:00/18:30

JAL463

JAL454

ホテル＝六本木ヒルズ毛利庭園・六本木さくら坂＝

＝昭和天皇 武蔵陵墓地ご参拝＝鈴廣かまぽこの里（昼食）＝

＝小田原城址公園・天守閣＝小田原駅　　箱根湯本駅……

…駅前にてお土産店散策＝箱根湯本温泉（泊）

※上記は令和 2年10月21日現在の行程となっております。交通機関の都合
等により、時間・コースは変更になる場合があります。
※新型コロナウイルス感染症拡大の状況、今後の社会情勢等により、実施内
容の変更や中止になる場合もございます。あらかじめご了承願います。
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（
十
一
月
）

2
日　

徳
島
県
護
国
神
社
例
大
祭
（
護
国
神
社
）

7
日　

父
の
像
清
掃
・
第
4
ブ
ロ
ッ
ク（
徳
島
中
央
公
園
）

10
日
〜
11
日　

沖
縄
「
徳
島
の
塔
」
慰
霊
参
拝

12
日　

平
和
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
状
交
付
式（
県
庁
）

14
日　

語
り
部
事
業
（
戦
没
者
記
念
館
）　

※
延
期

26
日　

正
副
会
長
会
（
護
国
神
社
）

（
十
二
月
）

7
日　

終
戦
75
年
全
国
戦
没
者
慰
霊
参
拝
並
び
に
遺
族

代
表
者
会
議 （
靖
國
神
社
）　

※
中
止

12
日　

語
り
部
事
業
（
戦
没
者
記
念
館
）　

※
延
期

19
日　

第
八
回
70
周
年
記
念
誌
発
行
小
委
員
会
（
護
国

神
社
）

令
和
三
年
一
月
〜
令
和
三
年
三
月
行
事
予
定

※ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
変
更
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

（
一
月
）

9
日　

正
副
会
長
会
（
護
国
神
社
）

9
日　

語
り
部
事
業
（
戦
没
者
記
念
館
）　

※
延
期

17
日　

70
周
年
記
念
誌
座
談
会
（
護
国
神
社
）

26
日　

日
本
遺
族
会
事
務
局
長
会
議　
（
靖
国
会
館
）

27
日　

日
本
遺
族
会
青
年
部
長
会
議　
（
靖
国
会
館
）

28
日　

日
本
遺
族
会
女
性
部
長
会
議　
（
靖
国
会
館
）

　

○　

海
外
慰
霊
巡
拝（
台
湾
・
バ
シ
ー
海
峡
）　

※
中
止

（
二
月
）

6
日
〜
8
日　

日
本
遺
族
会
青
年
部
研
修
会
（
鹿
児
島

県
内
）

13
日　

語
り
部
事
業
（
戦
没
者
記
念
館
）　

※
延
期

中
旬　

父
の
像
清
掃
・
第
5
ブ
ロ
ッ
ク
（
徳
島
市
中
央

公
園
）

19
日　

日
本
遺
族
会
理
事
会
（
東
京
）

25
日　

理
事
・
監
事
・
評
議
員
等
研
修
会
（
護
国
神
社
）

（
三
月
）

上
旬　

正
副
会
長
会
、
記
念
館
運
営
企
画
委
員
会
（
護

国
神
社
）

上
旬　

第
九
回
70
周
年
記
念
誌
発
行
小
委
員
会
（
護
国

神
社
）

13
日　

語
り
部
事
業
（
戦
没
者
記
念
館
）　

※
延
期

下
旬　

理
事
会
（
護
国
神
社
）

28
日
〜
30
日　

春
の
靖
国
神
社
参
拝
（
靖
国
神
社
他
）

 

遺
族
会
の
動
き

令
和
二
年
十
一
月
〜
十
二
月
実
施
行
事

　

私
は
、
今
日
の
お
話
を
聞
く
ま

で
徳
島
大
空
襲
に
つ
い
て
ほ
と

ん
ど
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
徳
島

に
わ
ざ
わ
ざ
爆
弾
を
落
と
す
理

由
も
な
い
と
思
っ
て
い
た
か
ら

で
す
。

　

そ
の
た
め
、
配
布
さ
れ
た
プ
リ

ン
ト
を
見
て
と
て
も
驚
き
ま
し

た
。
徳
島
市
の
大
部
分
が
燃
え
た

り
し
た
こ
と
に
も
び
っ
く
り
し

ま
し
た
が
、
私
が
一
番
衝
撃
を
受

け
た
の
は
、
市
民
一
人
あ
た
り
に

約
三
本
も
の
焼
夷
弾
が
投
下
さ

れ
た
こ
と
で
す
。

　

私
の
祖
父
も
そ
の
当
時
、
昭
和

町
に
住
ん
で
い
た
の
で
空
襲
に

あ
っ
た
そ
う
で
す
。
小
学
校
一
年

生
だ
っ
た
の
で
少
し
あ
や
ふ
や

ら
し
い
の
で
す
が
、
そ
の
と
き
の

こ
と
に
つ
い
て
教
え
て
も
ら
い

ま
し
た
。

「
焼
夷
弾
は
水
に
落
ち
た
ら
燃

え
ん
か
ら
、
川
に
飛
び
込
む
人

が
よ
う
け
お
っ
た
わ
。
わ
し
は

親
せ
き
の
家
に
お
っ
た
け
ど
、

そ
の
親
せ
き
は
農
家
や
っ
た

け
ん
、
夏
は
田
ん
ぼ
に

水
は
っ
と
い
た
よ
。
そ

し
た
ら
焼
夷
弾
が
落

ち
て
も
い
け
る
け
ん
、

み
ん
な
で
田
ん
ぼ
に

入
っ
と
っ
た
わ
。
焼

夷
弾
が
頭
に
当
た
っ

て
も
う
た
人
は
亡
く

な
っ
て
し
も
う
た
け

ど
な
あ
。」

　

今
ま
で
は
あ
ま
り
考

え
て
い
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
祖
父
の
話
を
聞
い

て
、
大
好
き
な
祖
父
が

亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
て

徳
島
市
南
部
中
学
校
二
年
　
秋
山
　
美
月 

さ
ん

第
六
回
「
平
和
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
」　
最
優
秀
賞
受
賞
作
文

「
徳
島
大
空
襲
に
つ
い
て
の
話
を
聞
い
て
」

　

本
年
、
八
月
二
十
六
日
（
水
）
徳
島

県
戦
没
者
遺
族
大
会
に
お
い
て
表
彰
式

を
行
う
予
定
で
あ
っ
た
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
中
止
と
な
っ
た

た
め
、
別
途
、
十
一
月
十
二
日
（
木
）

徳
島
県
庁
に
て
表
彰
状
交
付
式
が
実
施

さ
れ
た
。

最
優
秀
賞

　

徳
島
市
南
部
中
学
校　

二
年

秋
山　

美
月　

さ
ん

優
秀
賞

　
阿
南
市
立
阿
南
第
一
中
学
校　

三
年

　

田
中　

大
賀　

さ
ん

　

徳
島
市
南
部
中
学
校　

二
年

　

青
黄　

未
悠　

さ
ん

第
六
回
平
和
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

　８月までに例年開催している主要行事の日程案で
す。開催等は理事会にて決定いたしますのであくま
で「参考」としてご覧いただき、正式な行事日程等
は理事会決定事項をご確認ください。
※ 「大きな行事は少しでも早く知りたい」との要望
が多く寄せられるために掲載したもので、会とし
て正式に決定しているものではございません。
役員等研修会
日時：令和３年４月30日（金）13：00～ 17：00
場所：徳島グランヴィリオホテル
全国戦没者追悼式への参列
日時：令和３年８月14日（土）～ 15日（日）
場所：日本武道館（東京）ほか
徳島県戦没者遺族大会
日時：令和３年８月24日（火）13：00～ 16：00
場所：あわぎんホール（徳島県郷土文化会館）

令和３年度徳島県遺族会　主要行事予定

い
た
か
も
し
れ
な
い
と
思
う
と

ぞ
っ
と
し
ま
し
た
。
同
時
に
、

平
和
と
い
う
の
は
あ
た
り
前
の

よ
う
に
感
じ
て
い
ま
し
た
が
、

な
ん
だ
か
細
い
糸
の
上
に
立
っ

て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
し
た
。

　

戦
後
七
十
五
年
と
、
と
て
も

長
い
時
間
が
た
っ
て
い
ま
す
。

も
う
当
時
の
こ
と
を
知
る
人
も

少
し
ず
つ
少
な
く
な
っ
て
き
て

し
ま
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

こ
の
記
録
は
絶
対
に
風
化
さ
せ

て
は
い
け
な
い
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。
私
も
祖
父
の
話
を
少
し

で
も
た
く
さ
ん
の
人
に
知
っ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
し
た
。
で
き

る
こ
と
は
少
な
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
そ
れ
で
も
伝
え
て
い

き
た
い
の
で
す
。


